
資料５

郷土資料室特別展の開催結果について

１ 概要

日本史上重要な位置付けがなされるべき「小牧・長久手の戦い」について、広く市内

外に発信し理解を深めていただくと同時に、市が進めている古戦場公園再整備事業をＰ

Ｒするため、平成 28 年度に引き続き、「小牧・長久手の戦い」をテーマとした特別展を

開催した。

２ 事業名

小牧・長久手の戦い～戦国を駆け抜けた者たち ここ長久手で。～

３ 開催期間

平成３０年１月５日（金）から２月４日（日）まで（２７日間）

４ 会場

長久手市郷土資料室 ２階展示室

５ 監修者

静岡大学名誉教授 小和田哲男氏

６ 来場者数

１,２７８人（平成２８年度実績２，０３８人）

７ 来場者の声（アンケートより抜粋）

・武将の背景、地形図がよくわかった。

・自分の住む町の歴史が分かり面白かった。

・脇役について普段と異なる切り口で説明されていた。

・小牧・長久手の合戦の後に出された手紙を見せてもらえて貴重な体験で

した。説明もよく分かり、ありがとうございました

・小牧・長久手の戦いの名前は知っていたが、実際の様子を知ることがで

きた

・パネルばかりで残念。

・資料館の展示室が狭い。もっと大きな資料館を建て、長久手合戦を PR

していくべき。

・書状（レプリカ）の現代文があると良い。

・武将の名前にふりがなが欲しかったです。 等



８ ボランティアガイド

特別展開催期間中の土曜日、日曜日、祝日及び任意の平日に、長久手市郷土市研究会

の協力を得て、会員によるボランティアガイドを実施した。

９ 関連事業

特別展関連講座

「長久手の戦いを考える－武将と地域に注目して－」

⑴ 概要

長久手が主戦場地となった「小牧・長久手の戦い」。この戦いに登場した羽柴

秀吉・徳川家康・織田信雄・池田恒興・森長可といった武将たちは、それぞれ

に人生があり、各自の立場や思惑があった。

また、長久手が主戦場地となったのは、当時、岐阜から岩崎、さらに岡崎ま

で続く街道に面していたことなどが背景にあった。

⑵ 開催日

平成３０年１月２０日（土） 午前１０時 ～ 正午

⑶ 会場

市役所西庁舎３階公民館 研修室

⑷ 講師

愛知大学文学部 人文社会学科教授 山田邦明氏

⑸ 参加者数

１５７人（定員１００人）



平成 29年度長久手市郷土資料室特別展
「小牧・長久手の戦い 戦国を駆け抜けた者たち ここ長久手で。」

（展示室 様子）

特別展関連講座

「長久手の戦いを考える－武将と地域に注目して－」

講師：愛知大学 文学部 人文社会学科 教授 山田邦明氏

（開催の様子）






